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	企画、設計、デザイン、品質保証の担当者を対象にした「ユーザビリティ研修」

	・「使いやすい」製品をどのように開発するのか、わからない。
・「使いやすさ」を設計する考え方を学ぶ。


	設計解の製作

	従来
　各自のノウハウで「使いやすさ」を実践していた
　

改善プロセス
　・ユーザーを知る
　・設計解を創る
　・改善案を検証する
　３つのステップを実践し、ユーザーの「使いやすさ」を実感する。


	　「使いやすさ」の設計に何が必要か、何を考えればよいのかを理解できた。
企画・設計・デザインの担当者が使いやすい製品を生み出す意識を高めることができ

た。


	· 多摩美術大学デザイン学科カリキュラム事例

	· インタラクティブデザインをどのように教えているか？

· 「プロトコル分析」コースカリキュラムを参考にした。

	· 研修期間が長いと、指摘を受けているが、参加した方には、時間が短く、内容が、濃い。さらに深い内容を求められているので満足度は高いと理解している。

	· 関連する他のコースカリキュラムの検討（例：ユーザビリティー概要・リクワイアメントエンジニア養成コースなど）
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